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１．情報活用能力育成をめざす単元づくり 

（１）単元のねらいや身に付けたい力（情報活用能力の視点から） 

    自由進度的な学習で単元を進めていく。導入では，この単元で身に付けなければ

ならない力を明確にし，自分の目標をはっきりさせていく。（課題の設定）単元計画

表を参考にして学習を進めていき，比例・反比例する 2 つの数量の関係には，どの

ような性質があるか調べていく。（情報の収集・整理分析）また，比例・反比例の関

係を式で表したり，グラフに表したりすることで，さらに理解を深めていく。単元

の途中にはチェックポイントを設け，自分で学習してきた成果を発揮できるように

したい。日常生活において伴って変わる 2 つの量に着目し，比例・反比例を用いた

問題解決がどのようなものなのかスライドなどで表現していく。（まとめ・表現） 

   教科書という「情報媒体」を読み込み，自分で単元を進めるスピードを調整しなが

ら，自分の力を高めていくことをねらいとしている。発展的な学習に関しては，自

分が取り組みたいタイミングで表現できるように表現の場所を提供しておく。 

 

（２）学習計画（全１６時間） 

   学習のゴール：日常の比例・反比例の関係を発見し，問題を解決する。 

 時 ・学習内容 ○身に付けたい力 
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・前学年までの復習をする。 

・6年生では，比例の意味や性質，どんな時に比例を利用するのか，また，

新しく反比例について学習することを知らせる。 

・自分で伴って変わる２つの数量を見つけ出し，表・式・グラフを活用し

て問題を解決することを学習のゴールに設定することを伝える。 

・単元計画表に自分の目標を設定する。 

〇単元全体の流れを把握し，見通しをもつ力。 

２ 情報の収集 

３ 整理・分析 
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・比例の性質，比例の式，比例のグラフの学習は，自由進度で行っていく。 

・比例の利用の学習をチェックポイントとし，自由進度で学習した成果を

活かしていけるようにする。（一斉指導） 

・反比例の意味を学級全体で確認し（一斉指導），その後，反比例の性質，

反比例の式，反比例のグラフの学習は自由進度とする。 

・自由進度の学習を行っていく中で，日常の比例・反比例の関係を見つけ

たものは，学級全体の資料としてストックしていく。 

2 時・・・比例の性質について理解を深める 

3 時・・・比例の関係を式に表す 

4 時・・・比例の関係をグラフにする 

5 時・・・比例のグラフから，情報を読み取る 

6 時（チェックポイント）・・・比例の関係を活用した問題解決 
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・比例の性質，式を利用して，問題を学級全体で解いていく。 

7 時・・・比例の関係を活用した練習問題 

8 時・・・反比例の意味を知る（一斉） 

・反比例の概要を，学級全体で確認していく。 

9 時・・・反比例の性質について理解する 

10 時・・・反比例の関係を式で表す 

11 時・・・反比例の関係をグラフにする 

12 時・・・反比例の適用問題に取り組む 

13 時・・・学習内容の定着の確認（練習問題） 

〇教科書を読み取る力。 

４ まとめ・ 

表現 
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・日常生活において伴って変わる 2つの量を見つけ，比例・反比例の関係

を用いた問題解決を行う。（Canva・GoogleSlide・ノート） 

・作成したものは，共有ドライブで相互鑑賞できるようにする。 

○必要なツールを選択し，表現できるようにする。 

５ 振り返り 

  改善 
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・毎授業の振り返りは，スプレッドシートとルーブリックを活用して，お

互いに見合うことができるようにする。 

・Googleform を活用して，単元の振り返りを行う。（定期テスト後） 

 

２ 実践の流れ 

  

〇課題の設定（１時間目） 

  全学年までの比例の復習，単元の目標や進め方の確認を全体で行う。その後，単元計

画表に自分の計画を入力した後，課題を自分で進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

全体で単元計画の確認     本時の目標を立てる     各自課題を進める 
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〇情報の収集，整理分析（２～１３時間目） 

情報の収集と整理分析は，子どもたち一人一人がその場面を行き来しながら力をつけ

ていく。その場合の情報の収集とは，「教科書から必要な知識を得る」にあたる。また，

整理・分析は，教科書の問題を解決するにあたって自己採点する中で，自分の中の知識を

整理・分析していく。 

 

 

 

 

 

 

 

教科書・タブレットを併用    学習計画に解答のリンクを貼っておき，いつで 

して，課題に取り組む      も自己採点できるようにしておく 

 

〇まとめ・表現（１４～１５時間目） 

日常生活において，伴って変わる２つの量を見つけ，比例・反比例を用いた問題解決を

行う。Canva に投稿できる場所を設け，いつでも取り組めるようにしておく。 

 

 

 

 

 

  

 

  Canva に自分が見つけた関係を投稿 

 

〇振り返り・改善（１６時間目） 

振り返り改善に関しては，毎時間学習計画を立てる中で各自行っていく。 

 

 

 

 

      

 

 

  スプレッドシートで目標や振り返りを共有し，次時へ 

  活かせるようにした 
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実践を終えて 

 

〇成果 

・4月からショートステップで自由進度的な学習を行ってきたので，11 月の段階

になると，単元全体を見通して学習を進めることができるようになった。 

（課題の設定・学習を進める力） 

・スプレッドシートに算数の教科書の答えを載せることで，自分で学習を進める

ことができた。すぐに解答を見て確認し，自分の理解度をすぐに知ることがで

きた。 

（情報の収集・情報の整理分析） 

・単元の始めに，日常で見つけた「比例・反比例」を Canva に投稿して共有する

という活動を伝えていたので，学習進度が早い子供も，意欲を持続しながら単

元を進めることができた。（まとめ・表現） 

・本時の目標や学習進度，振り返りは，毎時間スプレッドシートで共有していた

ので，進度が同じ子同士で学習を進めたり，遅れている子へのミニ先生をした

りと，子どもたち自身で活動の場を考えることができる手立てとなった。 

（振り返り・改善） 

 

                  

〇課題 

 ・「全 16 時間」と長い単元なので，子どもたちも見通しが持ちにくい部分があっ

たのかもしれない。16 時間の単元を区切って，短いところで目標をもたせた

り，担任のチェックを受けたりするような単元計画をしていきたい。 

・毎時間の 1人 1人の目標の把握や，全体への声掛け，個人への適切なフォロー

が難しい。 

・算数の自由進度的な学習については，8

割以上の子どもが学習スタイルに前向き

にとらえることができている。 

（青：とてもよかった 赤：よかった 

黄：あまりよくなかった 緑：悪かった） 


